
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：蟹江町都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：蟹江町 

 

 

 ３ 調査圏域：蟹江町管内 

 

 

 ４ 調査期間：令和元年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

   本町は愛知県の南西部に位置し、特に名古屋都心から約 15km、鉄道で約 10 分

圏内と良好なアクセスがあることから、主に隣接する名古屋市のベッドタウンと

して発展してきた。町内の主要な幹線道路は、南北軸として主要地方道一宮蟹江

線(西尾張中央道)、東西軸として国道１号・主要地方道弥富名古屋線があり、格

子状の骨格を形成している。また、主要な公共交通としては、鉄道駅がＪＲ１駅

（ＪＲ蟹江駅）と近鉄２駅（近鉄蟹江駅・富吉駅）が設置されているとともに、

町営のコミュニティバスなどが運行され、本町の交通環境は整備されてきた。 

しかし、幹線道路の通勤時間帯の慢性的な交通渋滞、十分なバリアフリー化が

されていない駅舎や未整備の駅前広場などの現状があり、これらは高齢者を始め

とする歩行者・自転車の円滑な移動の妨げとなっているとともに、今後は進展す

る少子・超高齢社会に対応するため、町内の主な移動手段となっている自家用車

から徒歩・自転車への移動手段の転換を促進する必要がある。 

   こうした課題に総合的かつ戦略的に対応するため、蟹江町都市計画マスタープ

ラン（平成 22 年度策定。現在改定中）で将来都市像として掲げている「人にも地

球環境にも優しい都市づくり（コンパクトシティ）」の実現のために必要な都市

交通とまちづくりの施策を明示し、本町を中心として関係機関・団体等が相互協

力し課題解決に取り組むため、「蟹江町総合交通戦略」を策定する。 

   なお、策定にあたっては、蟹江町総合交通戦略推進協議会により協議し、資料・

議事要旨をＨＰで公表するとともに、パブリックコメントを実施し広く町民の意

見を募ることで、透明性の高い計画とする。  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：蟹江町都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

  【計画編】 

  １ 蟹江町総合交通戦略について 

２ 現況分析・課題整理 

３ 交通の将来都市像の設定 

４ 戦略目標と基本方針 

５  施策体系化 

６ 実施プログラム 

７ 評価指標  

８ 事業推進体制 

９ 評価改善の仕組み 

 

  【資料編】 

  １ 都市の特性 

２ 道路交通の特性 

３ 公共交通の特性 

４ 交通行動の特性 

  ５ その他交通の特性 

６ 既存アンケート整理 

 

巻末資料 

巻末資料－１ 蟹江町総合交通戦略推進協議会設置要綱 

巻末資料－２ 蟹江町総合交通戦略推進協議会委員・オブザーバー名簿 

巻末資料－３ 蟹江町総合交通戦略策定経緯 

巻末資料－４ 用語集 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

  

蟹江町総合交通戦略推進協議会 

（座長：大同大学教授 嶋田 喜昭） 

蟹江町総合交通戦略推進協議会 事務局 

（蟹江町産業建設部まちづくり推進課都市計画係） 



 ４ 委員会名簿等：                    ※会議は計６回開催 

 所属 役職等 氏名 出席会議 

会長 大同大学大学院 工学

研究科 

大同大学工学部 

教授 嶋田 喜昭 第１～６回 

副会長 蟹江町 副町長 河瀬 広幸 第１～６回 

委員 東海旅客鉄道株式会社 

総合企画本部企画開発

部 

担当課長 石井 拡一 第１・２回 

担当部長 木村 誠司 第３～６回 

委員 近畿日本鉄道株式会社 

鉄道本部名古屋統括部

施設部 

工務課長 

兼工事課長 

大野 隆 第１～４回 

東口 真也 第５・６回 

委員 飛島村地域公共交通活

性化再生法定協議会 

事務局長 早川 喜久 第１～６回 

委員 国土交通省中部運輸局 

愛知運輸支局 

首席運輸 

企画専門官 

二輪 昭宏 第１・２回 

上井 久仁彦 第３～６回 

委員 愛知県都市整備局交通

対策課 

課長 柴山 卓也 第１・２回 

片桐 靖幸 第３～６回 

委員 国土交通省中部地方整

備局 愛知国道事務所

計画課 

課長 柴田 康晴 第１～６回 

委員 国土交通省中部地方整

備局 名古屋国道事務

所計画課 

課長 清水 敬太 第１～６回 

委員 愛知県海部建設事務所

道路整備課 

課長 加島 卓 第１・２回 

伊熊 竜彦 第３～６回 

委員 蟹江警察署交通課 課長 川瀬 俊二 第１・２回 

大山 憲一 第３～６回 

委員 蟹江町嘱託員会 会長 伊藤 満 第１・２回 

濱田 憲司 第３～６回 

委員 蟹江町政策推進室 室長 黒川 静一 第１～６回 

委員 蟹江町産業建設部 部長 伊藤 保彦 第１～６回 

ｵﾌﾞｻﾞｰ

ﾊﾞｰ 

国土交通省中部地方整

備局 建政部都市整備

課 

課長 森山 幸司 第１～６回 

ｵﾌﾞｻﾞｰ

ﾊﾞｰ 

愛知県都市整備局都市

基盤部都市計画課 

課長 片山 貴視 第１～６回 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

   前年度に実施した現況分析・課題整理、交通の将来都市像の設定、戦略目標と

基本方針の設定を基に、施策体系化（施策パッケージの構築）、実施プログラムの

作成、評価指標・数値目標の設定を行い、パブリックコメントを実施したうえで、

「蟹江町総合交通戦略」を策定するもの。 

 

 ２ 調査フロー 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現況分析・課題整理 

・人口、道路網、市街地整備状況 

・道路交通 ・公共交通 

・交通行動 ・アンケート整理 等 

交通の将来都市像の設定 

戦略目標と基本方針の設定 

施策体系化 

（施策パッケージの構築） 

実施プログラムの作成 

評価指標・数値目標の設定 

パブリックコメントの実施 

「蟹江町総合交通戦略」の策定 



 ３ 調査圏域図 

 

調査圏域：蟹江町管内 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

  １ 計画策定の目的 

  

 
  



  ２ 現状分析 

 

※以降、「道路交通」、「公共交通」、「交通行動」等の特性や「アンケート整理」を掲載。 

  



  ３ 課題整理 

 

※以降、「町民を守る道路交通の安全性と防災性の確保」及び「持続可能なまちづくりに向けた

意識醸成」の項目別の課題整理を掲載。 

  



  ４ 交通の将来都市像の設定 

 

 



 ５ 戦略目標と基本方針 

 

  



  ６ 施策体系化（施策パッケージ） 

 

  



  ７ 実施プログラム 

 



  ８ 評価指標・数値目標 

 

※以降、上記の評価指標別に数値目標を掲載。 

  



  ９ 事業推進体制 

 

  



  10 評価改善の仕組み 

 


